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(57)【要約】
【課題】粉塵飛散の問題点を回避しかつスタッドからの
脱落の危険性の少ない断熱ブロックを使用して簡単かつ
短時間で初期ライニング作業を行うことができる、断熱
のライニング方法およびこの方法に使用する断熱層積層
ブロックパックを得る。
【解決手段】初期ライニング工程で断熱層積層ブロック
パック１を使用し、このパック１は偏平断熱ファイバ層
２の主平面を順次水平にして所定高さの積層体とし、ガ
イドピン（図示せず）の鋭利な末端で偏平断熱ファイバ
層の主平面中心に突き刺して積層させ、貫通させるガイ
ドピンの基端側にテーパ付きガイドを有するインサート
３を基端側の偏平断熱ファイバ層内に埋設した後、ガイ
ドピンを引き抜き、少なくとも複数の偏平断熱ファイバ
層を積層させ、積層体周囲全体をフィルムＦで密封パッ
クする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　構内空間を画定する構造物の内壁面をライニングするため、内壁面に互いに離間して植
設する金属製のスタッドにより、セラミックファイバ製の断熱材層を保持して初期ライニ
ング層を形成する初期ライニング工程と、初期ライニング層の構内空間側の表面に対して
、仕上げ断熱材で仕上げライニング層を形成する仕上げライニング工程とを有する断熱ラ
イニング方法において、
　前記初期ライニング工程は、少なくとも偏平断熱ファイバ層の主平面を順次水平にして
所定高さの積層体とし、ガイドピンの鋭利な末端で偏平断熱ファイバ層の平面中心に突き
刺して積層体にガイドピンを貫通させ、貫通させるガイドピンの基端側にテーパ付きガイ
ドを有するインサートを前記基端側の偏平断熱ファイバ層内に埋設した後、ガイドピンを
引き抜き、少なくとも複数の偏平断熱ファイバ層を有する積層体全周囲をフィルムで密封
パックした断熱層積層ブロックパックを使用し、前記スタッドを前記基端側の断熱層積層
ブロックパックの基底面に露出する前記インサートのテーパ付きガイドの拡開端部に整列
させ、前記断熱層積層ブロックパックのフィルムを穿刺して前記断熱層積層ブロックパッ
クに刺入させ、前記断熱層積層ブロックパックの構内空間側の表面から露出した前記スタ
ッドの先端にリテーナワッシャを取り付けて前記断熱層積層ブロックパックを内壁面に固
定し、
　前記仕上げライニング工程は、内壁面に沿って敷設した前記断熱層積層ブロックの表層
に対して、仕上げ断熱材を密着配置する
ことを特徴とする断熱ライニング方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法において、前記仕上げ断熱材として、少なくとも一層の断熱ファイ
バブランケットを使用し、前記断熱ファイバブランケットおよび断熱ファイバブランケッ
トに隣接する前記断熱層積層ブロックパック内の構内空間側における前記偏平ファイバ層
に螺入する先端が鋭利な耐熱性のスパイラルピン手段によって、前記少なくとも一層の断
熱ファイバブランケットを前記初期ライニング層に固定する、断熱ライニング方法。
【請求項３】
　請求項１または２記載の方法において、前記仕上げ断熱材として、不定形耐火物材料で
予め成形した定形耐火物ブロックを使用して、先行のライニング工程でのライニング表層
に沿って前記炉の底壁から天井に向かって積み上げてライニングし、前記定形耐火物ブロ
ックは、前記断熱ファイバブランケットに隣接する側の端縁近傍に少なくとも２箇所に崩
落防止用補強のための金属棒を挿入する孔を成形したまたは成形後にドリル穿孔して設け
たものとし、前記定形耐火物ブロックを積み上げるにしたがって、最下層の定形耐火物ブ
ロックに配置する金属棒を順次上方に継ぎ足して延長し、また前記金属棒を挿入する孔に
不定形耐火物材料を充填養生して前記定形耐火物ブロックを敷設する、断熱ライニング方
法。
【請求項４】
　請求項１または２記載の方法において、前記仕上げ断熱材層として、少なくとも一層の
断熱ファイバブランケット、および前記断熱ファイバブランケットと前記断熱層積層ブロ
ックパックとの間に配置する、不定形耐火物材料単独または他の耐火物材料との混合物で
予め成形した定形耐火物ボードを使用し、前記スパイラルピン手段は、スパイラルピン本
体と、前記スパイラルピン本体に溶接する耐熱性の延長ロッドとを有するスパイラルアン
カーとし、前記定形耐火物ボードは、前記スタッドを収容する孔、および前記スパイラル
アンカーを収容する孔を所定パターンで複数個予め形成した構成とし、前記スパイラルピ
ン本体に溶接する前記延長ロッドは、電気炉の加熱素子を引っ掛けて支持することができ
る碍子リテーナを装着可能とし、前記スパイラルアンカーを断熱ファイバブランケットお
よび定形耐火物ボードを経て前記断熱層積層ブロックパック内の偏平断熱ファイバ層に螺
入させて仕上げライニング層を初期ライニング層に固定する、断熱ライニング方法。
【請求項５】
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　請求項１～４のうちいずれか一項に記載の方法に使用する断熱層積層ブロックパックに
おいて、
　少なくとも偏平断熱ファイバ層を順次水平にして所定高さの積層体とし、ガイドピンの
鋭利な末端で偏平断熱ファイバ層の平面中心に突き刺して積層体にガイドピンを貫通させ
、貫通させるガイドピンの基端側にテーパ付きガイドを有するインサートを前記基端側の
偏平断熱ファイバ層内に埋設した後、ガイドピンを引き抜き、少なくとも複数の偏平断熱
ファイバ層を積層させ、積層体周囲全体をフィルムで密封パックした構成とした、ことを
特徴とする断熱層積層ブロックパック。
【請求項６】
　請求項５記載の断熱層積層ブロックパックにおいて、不定形耐火物材料単独または他の
耐火物材料との混合物で予め成形した定形耐火物プレート層であって、中心に前記スタッ
ドを収容する孔を予め形成した該定形耐火物プレート層を底部層または中間の層に配置し
た、断熱層積層ブロックパック。
【請求項７】
　請求項５記載の断熱層積層ブロックパックにおいて、不定形耐火物材料単独または他の
耐火物材料との混合物で予め成形した定形耐火物プレート層であって、中心に前記スタッ
ドを収容する孔および中心以外の所定位置にスパイラルピン手段を収容する孔を所定パタ
ーンで複数個予め形成した該定形耐火物プレート層を頂部層に配置した、断熱層積層ブロ
ックパック。
【請求項８】
　請求項４記載の断熱ライニング方法に使用するスパイラルピン手段において、スパイラ
ルピン本体と、前記スパイラルピン本体に溶接する耐熱性の延長ロッドとを有するスパイ
ラルアンカーとし、前記延長ロッドのスパイラルピン本体を溶接する側の端部は平坦端面
を有し、反対側の端部は尖端を有する構成としたスパイラルピン手段。
【請求項９】
　請求項２または４記載の断熱ライニング方法に使用する断熱ファイバブランケットにお
いて、断熱ファイバブランケットの周囲全体をフィルムで密封パックした、断熱ファイバ
ブランケット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、構内空間を画定する構造物の壁面、例えば、建築物の内壁、または電気炉も
しくは各種燃焼炉のような高温炉の炉壁を断熱ライニングするため、内壁または炉壁に互
いに離間して植設する金属製のスタッドにより、セラミックファイバ製の断熱材層を保持
して初期ライニング層を形成する初期ライニング工程と、初期ライニング層の構内空間側
の表面に対して、仕上げライニング層を形成する仕上げライニング工程とを有する断熱ラ
イニング方法に関する。
　さらに、本発明はこの断熱ライニング方法に使用する断熱層積層ブロックパックに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　このような断熱ライニング方法としては、例えば、高温炉における炉壁に植設した金属
製の複数個のスタッドに、セラミックファイバ製のブランケットを所定の厚さになるまで
順次串刺しにして積層させて初期ライニング層を形成し、この初期ライニング層から露出
するスタッド先端のＶ字状部分の周りで初期ライニング層上に、不定形耐火物材料（いわ
ゆる「キャスタブル」と称される）を、現場で準備した型枠内に注入し、養生することに
より仕上げライニング層を形成するものがある。（例えば、特許文献１参照。）
【０００３】
　さらに、炉壁に植設したスタッドにより支持した多数のセラミックファイバ製の断熱ブ
ロックで初期ライニング層を形成し、この断熱ブロックよりなる初期ライニング層の表面
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に不定形耐火物材料を現場で吹き付け作業をして、養生硬化させることにより仕上げライ
ニング層を形成するものがある。（例えば、特許文献２参照。）
【０００４】
　セラミックファイバ製の断熱ブロックとしては、例えば、特許文献３の図１０に記載の
ように、セラミックファイバ製のブランケットを所定寸法に裁断した偏平断熱ファイバ層
を複数個、ＣＤケースを縦置きにして横に並べるように、その大きい平面が側方に指向す
るよう順次水平方向に並置させ、横に並べた複数個の偏平断熱ファイバ層を串刺しにする
１対の串刺しロッド２６と、これら１対の串刺しロッドを互いに連結する金具５０と、所
定寸法の平行六面体のブロックを構成し、金具５０の中心孔にスタッドを連結するもので
あった。
【０００５】
　また、所要に応じて横方向に並置した並置体周囲を１対のバンドで水平周方向に結束す
る、または順次の側方に並置する偏平断熱ファイバ層を接着材で接着固定もしくは縫合す
るものであった。このように並置体を結束、接着固定もしくは縫合したブロックの場合、
剥き出し状態（バンド結束であってもバンド結束部分以外は剥き出し状態）であったため
、搬送・搬入およびライニング作業中にセラミックファイバの粉塵が飛散し、作業員は目
や呼吸器官を保護する注意深い防護対策を必要としていた。また、断熱ブロックを結束す
るバンドは、ブロック設置の施行後に取り除く作業を行っていた。
【０００６】
　さらに、従来の断熱ブロックにおいては、炉壁に植設するスタッドは、ブロックに差し
込み易いように、金具のスタッドを挿入する中心孔が、偏平断熱ファイバ層の狭小平面側
に位置するよう金具を配置しており、スタッドが順次隣接する偏平断熱ファイバ層の境界
面（インタフェース）に平行に挿入されるため、断熱ブロック自体が境界面（インタフェ
ース）に平行に亀裂を生じ、スタッドから脱落し易いという問題点があることを本願人は
見出した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平　９－２８０７４３号公報
【特許文献２】特開平　６－　１１２７０号公報
【特許文献３】特開平１１－１９３９９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、従来技術のように、現場での手間を省き、簡単かつ確実に短時間で初
期および仕上げのライニング作業を行うことができ、また構成簡単かつ安価に製造でき、
粉塵飛散の問題点を回避しかつスタッドからの脱落の危険性の少ない断熱ブロックを使用
して初期ライニング作業を行うことができる、断熱ライニング方法およびこのライニング
方法に使用する断熱層積層ブロックパックを得るにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　この目的を達成するため、本発明断熱ライニング方法において、前記初期ライニング工
程は、少なくとも偏平断熱ファイバ層の主平面を順次水平にして所定高さの積層体とし、
ガイドピンの鋭利な末端で偏平断熱ファイバ層の平面中心に突き刺して前記積層体に前記
ガイドピンを貫通させ、貫通させるガイドピンの基端側にテーパ付きガイドを有するイン
サートを前記基端側の偏平断熱ファイバ層内に埋設した後、ガイドピンを引き抜き、少な
くとも複数の偏平断熱ファイバ層を有する積層体全周囲をフィルムで密封パックした断熱
層積層ブロックパックを使用し、前記スタッドを前記基端側の断熱層積層ブロックパック
の基底面に露出するインサートのテーパ付きガイドの拡開端部に整列させ、前記断熱層積
層ブロックパックのフィルムを穿刺して前記断熱層積層ブロックパックに刺入させ、前記
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断熱層積層ブロックパックの構内空間側の表面から露出した前記スタッドの先端にリテー
ナワッシャを取り付けて前記断熱層積層ブロックパックを内壁または炉壁に固定し、
　前記仕上げライニング工程は、内壁または炉壁に沿って敷設した前記断熱層積層ブロッ
クの表層に対して、仕上げ断熱材を密着配置する
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、セラミックファイバ製のブランケットを所定寸法に裁断した偏平断熱
ファイバ層を、あたかもＣＤケースを縦置きに水平方向に並置させるようにではなく、偏
平断熱ファイバ層の主平面を水平にして所定高さの積層体とし、ガイドピンの鋭利な末端
で主平面の中心部を突き刺して偏平断熱ファイバ層の積層体にガイドピンを貫通させ、貫
通させるガイドピンの基端側にテーパ付きガイドを有するインサートを前記基端側の偏平
断熱ファイバ層内に埋設した後、ガイドピンを引き抜き、少なくとも複数の偏平断熱ファ
イバ層を有する積層体全周囲をフィルムで密封パックした断熱層積層ブロックパックを使
用したため、従来の断熱ファイバブロックのような串刺しピンまたは金具をブロック内に
内蔵させる必要がなく、基端側の偏平断熱ファイバ層内にテーパ付きガイドを有するイン
サートが存在するだけであるため、構成が簡単かつ安価に製造できる。
【００１１】
　さらに、偏平断熱ファイバ層を有する積層体全周囲をフィルムで密封パックし、また密
封パックはブロック設置後も取り外す必要がないため、ファイバ粉塵が飛散するのを確実
に防止することができ、作業員の健康を害することがない。
【００１２】
　密封パックのフィルムは、構内空間を画定する構造物が高温炉の場合、炉の稼働開始時
に自動的に焼失するのにまかせるという着想および運用形態であるため、ライニング作業
を迅速化および簡素化することができる。
【００１３】
　また、スタッドに対する断熱層積層ブロックパックの固定は、スタッドを断熱層積層ブ
ロックパックの基端側平面（底面）に露出するインサートのテーパ付きガイドの拡開端部
に整列させ、断熱層積層ブロックパックのフィルムを穿刺して断熱層積層ブロックパック
を内壁または炉壁に向かって押し込むとき、偏平断熱ファイバ層を積層させる際に予め形
成されたガイドピンの差し込み孔の痕跡が存在しているため、難なく押し込むことができ
、作業員の負担を大幅に軽減することができる。
【００１４】
　リテーナワッシャを固定した後には、スタッド自体が積層体の層境界面に直交する方向
にすべての偏平断熱ファイバ層を串刺しにするため、断熱層積層ブロックパックがスタッ
ドから脱落する恐れは従来よりも少なくなる。
【００１５】
　さらに、偏平断熱ファイバ層を積層させる際に予め形成されたガイドピンの差し込み孔
の痕跡が存在しているため、スタッドの先端はそれほど鋭利にしておかなくてもよく、し
たがって、作業員が作業中に負傷する危険性が少なくなる。
【００１６】
　本発明断熱ライニング方法の実施形態においては、前記仕上げ断熱材として、少なくと
も一層の断熱ファイバブランケットを使用し、前記断熱ファイバブランケットおよび断熱
ファイバブランケットに隣接する前記断熱層積層ブロックパック内の構内空間側における
前記偏平ファイバ層に螺入する先端が鋭利な耐熱性のスパイラルピン手段によって、前記
少なくとも一層の断熱ファイバブランケットを前記初期ライニング層に固定する。この実
施形態においては、構内空間を画定する構造物を高温炉とする場合、この高温炉は燃焼炉
として使用できる。
【００１７】
　本発明断熱ライニング方法の好適な他の実施形態において、前記仕上げ断熱材として、
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不定形耐火物材料（キャスタブル）で予め成形した定形耐火物ブロックを使用して、先行
のライニング工程でのライニング表層に沿って前記構内の底壁から天井に向かって積み上
げてライニングし、前記不定形耐火物ブロックは、前記断熱ファイバブランケットに隣接
する側の端縁近傍に少なくとも２箇所に崩落防止用補強のための金属棒を挿入する孔を成
形するまたは成形後にドリル穿孔して設けたものとし、前記定形耐火物ブロックを積み上
げるにしたがって、最下層の定形耐火物ブロックに配置する金属棒を順次上方に継ぎ足し
て延長し、また前記金属棒を挿入する孔に不定形耐火物材料（キャスタブル）を充填養生
して前記定形耐火物ブロックを敷設する。
　この実施形態においては、構内空間を画定する構造物を高温炉とする場合、この高温炉
は燃焼炉として利用できる。
【００１８】
　本発明断熱ライニング方法の別の実施形態において、前記仕上げ断熱材層として、少な
くとも一層の断熱ファイバブランケット、および前記断熱ファイバブランケットと前記断
熱層積層ブロックパックとの間に配置する、不定形耐火物材料単独または他の耐火物材料
との混合物で予め成形した定形耐火物ボードを使用し、前記スパイラルピン手段は、スパ
イラルピン本体と、前記スパイラルピン本体に溶接する耐熱性の延長ロッドとを有するス
パイラルアンカーとし、前記定形耐火物ボードは、前記スタッドを収容する孔、および前
記スパイラルアンカーを収容する孔を所定パターンで複数個予め形成した構成とし、前記
スパイラルピン本体に溶接する前記延長ロッドは、電気炉の加熱素子を引っ掛けて支持す
ることができる碍子リテーナを装着可能とし、前記スパイラルアンカーを断熱ファイバブ
ランケットおよび定形耐火物ボードを経て前記断熱層積層ブロックパック内の偏平断熱フ
ァイバ層に螺入させて仕上げライニング層を初期ライニング層に固定する。
【００１９】
　この実施形態においては、構内空間を画定する構造物を高温炉とする場合、この高温炉
は燃焼炉としてのみならず、所定パターンの複数の位置に設けるスパイラルアンカーの延
長ロッドに碍子リテーナにより仕上げライニング層を初期ライニング層に固定する場合に
は、碍子リテーナに加熱素子を掛け渡すことによって電気炉としても使用できる。スバイ
ラルアンカーは、交換が容易であるため、炉内側ブランケット、碍子、発熱体等の交換お
よび補修を容易に行うことができる。
【００２０】
　本発明断熱ライニング方法に使用する、断熱層積層ブロックパックは、
　少なくとも偏平断熱ファイバ層を順次水平にして所定高さの積層体とし、ガイドピンの
鋭利な末端で偏平断熱ファイバ層の平面中心に突き刺して積層体にガイドピンを貫通させ
、貫通させるガイドピンの基端側にテーパ付きガイドを有するインサートを前記基端側の
偏平断熱ファイバ層内に埋設した後、ガイドピンを引き抜き、少なくとも複数の偏平断熱
ファイバ層を積層させ、積層体周囲全体をフィルムで密封パックした構成とした、ことを
特徴とする。
【００２１】
　断熱層積層ブロックパックの好適な実施形態においては、前記密封パック内に、不定形
耐火物材料単独または他の耐火物材料との混合物で予め成形した定形耐火物プレート層で
あって、中心に前記スタッドを収容する孔を予め形成した該定形耐火物プレート層を、底
部（内壁または炉壁側）層または中間の層に配置する。またこの定形耐火物プレート層に
形成する孔は、ライニングする内壁または炉壁面に向かって拡開するテーパを形成してお
くと好適である。
【００２２】
　断熱層積層ブロックパックの他の好適な実施形態においては、不定形耐火物材料単独ま
たは他の耐火物材料との混合物で予め成形した定形耐火物プレート層であって、中心に前
記スタッドを収容する孔および中心以外の所定位置にスパイラルピン手段を収容する孔を
所定パターンで複数個予め形成した該定形耐火物プレート層を頂部層に配置する。
【００２３】
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　本発明断熱ライニング方法に使用する断熱ファイバブランケットの好適な実施形態にお
いては、断熱ファイバブランケットの周囲全体をフィルムで密封パックした構成とする。
この構成によれば、ブランケットからファイバ粉塵が飛散するのを確実に防止することが
でき、作業員の健康を害することを一層防止することができる。
【００２４】
　つぎに、図面につき本発明の好適な実施形態を説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明断熱ライニング方法に使用する断熱層積層ブロックパックを示し、（ａ）
～（ｄ）はこのパックを形成する過程を示し、（ｅ）～（ｇ）それぞれ（ｄ）から反転し
た状態の斜視図、側面図、および底面図である。
【図２】本発明断熱ライニング方法における初期ライニング工程を示し、（ａ）は、炉の
側壁に植設したスタッドに断熱層積層ブロックパックを差し込み、リテーナワッシャをリ
テーナピンにより固定した状態を示す一部断面とする側面図、（ｂ）はスタッドの先端部
およびリテーナピンを示す拡大した線図的説明図である。
【図３】本発明断熱ライニング方法の実施形態における仕上げライニング工程を示し、（
ａ）は、初期ライニング層にスパイラルピンで断熱ファイバブランケットを固定した状態
を示す一部断面とする側面図、（ｂ）はスパイラルピンの拡大側面図、（ｃ）は、スパイ
ラルピンの拡大端面図である。
【図４】本発明断熱ライニング方法の他の実施形態における仕上げライニング工程を示し
、（ａ）は、断熱ファイバブランケットと断熱層積層ブロックパックとの間に、不定形耐
火物材料単独または他の耐火物材料との混合物で予め成形した定形耐火物ボードを介在さ
せて、初期ライニング層に対してスパイラルピン本体に延長ロッドを溶接したスパイラル
アンカーにより断熱ファイバブランケットを固定した状態を示す一部断面とする側面図、
（ｂ）はスパイラルピン本体に延長ロッドを溶接したスパイラルアンカーの部分側面図で
ある。
【図５】本発明断熱ライニング方法のさらに他の実施形態における仕上げライニング工程
を示し、（ａ）は、初期ライニング層に断熱ファイバブランケットを隣接させ、さらに不
定形耐火物材料で予め成形した定形耐火物ブロックを、前記炉の底壁から天井に向かって
積み上げて側壁における前記断熱ファイバブランケットの断熱層に沿ってライニングする
状況を示す一部斜視図とした一部断面とする線図的側面図、（ｂ）は、定形耐火物ブロッ
クの平面図で、（ｃ）は定形耐火物ブロックの２箇所の孔に挿入する補強用の金属棒の側
面図、（ｄ）は金属棒の斜視図である。
【図６】本発明断熱ライニング方法のさらに別の実施形態における仕上げライニング工程
を示し、不定形耐火物材料を予め成形した定形耐火物ブロックを、初期ライニングに直接
隣接させ、前記炉の底壁から天井に向かって積み上げてライニングする状況を示す部分断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　図１は、構内空間を画定する構造物を高温炉とし、本発明による断熱ライニング方法の
初期ライニング工程で使用する断熱層積層ブロックパック１を示す。この断熱層積層ブロ
ックパック１は、セラミックファイバ製のブランケットを所定寸法に裁断した偏平断熱フ
ァイバ層２を順次水平にして所定高さの積層体とし、ガイドピンＧ（図１（ａ）参照）の
鋭利な末端で偏平断熱ファイバ層２の平面中心に突き刺して積層体にガイドピンを貫通さ
せ、貫通させるガイドピンの基端側にテーパ付きガイドを有するインサート３を基端側の
偏平断熱ファイバ層内に埋設した後（図１（ｂ）参照）、ガイドピンＧを引き抜き（図１
（ｃ）参照）、少なくとも複数の偏平断熱ファイバ層を積層させ、積層体周囲全体をフィ
ルムＦで密封パックする（図１（ｄ）参照）。図１（ｅ）～（ｇ）は、それぞれ図１（ｄ
）から反転させた状態にした斜視図、断面図および底面図を示す。
【００２７】
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　断熱層積層ブロックパック１における各偏平断熱ファイバ層２には、ガイドピンが貫通
した孔の痕跡４が形成されている。フィルムは、炉の稼働開始の際に燃焼して消失するが
、有毒ガスを放出しないフィルムを使用する。インサート３は、有毒ガスを発生しないプ
ラスチック、紙、木材または金属製とすることができる。
【００２８】
　好適な実施形態においては、図示しないが、密封パックした断熱層積層ブロックパック
１内に不定形耐火物材料（キャスタブル）単独または他の耐火物材料との混合物で予め成
形した定形耐火物プレート層を、底部（内壁または炉壁側）層または中間の層に配置する
。この定形耐火物プレート層の中心に、内壁または炉壁に植設するスタッドを収容する孔
を予め形成し、好適には、内壁または炉壁面に向かって拡開するテーパを形成しておく。
【００２９】
　また、他の好適な実施形態においては、密封パックした断熱層積層ブロックパック１内
に不定形耐火物材料単独または他の耐火物材料との混合物で予め成形した定形耐火物プレ
ート層を頂部（構内空間側）層に配置し、定形耐火物プレート層には、内壁または炉壁に
植設するスタッドを収容する中心孔を予め形成し、また中心以外の所定位置にスパイラル
ピン手段を収容する孔を所定パターンで複数個予め形成する。
【００３０】
　使用する断熱層積層ブロックパック１は、以下の寸法に限定しないが、高さ（Ｈ）が例
えば１００ｍｍ～３００ｍｍの範囲で各種用意しておく。縦（Ｌ）×横（Ｗ）は、例えば
３００×３００ｍｍとする。偏平断熱ファイバ層２の厚さ（ｔ）は、例えば２５ｍｍ～５
０ｍｍとする。
【００３１】
　図２に、本発明による方法の初期ライニング工程が完了した状態を示す。この初期ライ
ニング工程は、内壁または炉壁５Ａに植設したスタッド６に、断熱層積層ブロックパック
１の底面中心に位置するインサート３の拡開テーパ付き開口端部を整列させて、スタッド
６に沿って断熱層積層ブロックパック１を押し込む。各偏平断熱ファイバ層２には、ガイ
ドピンが貫通した孔の痕跡４が形成されているため、この押し込みは難なく行うことがで
きる。
【００３２】
　スタッド６の先端にリテーナワッシャ７を、断熱ファイバ層の弾力に抗して押し込んで
連結する。リテーナワッシャ７をスタッド６の先端に固定する方法は、任意の方法とする
ことができ、例えば、スタッド６の先端に設けた横孔８に図２（ｂ）に示すような形状の
リテーナピン９、または孔に挿入した後には抜けないようになる任意な他の止めピンを使
用する。リテーナピン９を横孔８に差し込んで手を離すと断熱ファイバ層の弾力により、
リテーナワッシャ７は、押し戻され、リテーナピン９に押し付けられて固定され、これに
より、断熱層積層ブロックパック１を内壁または炉壁５に固定することができ、初期ライ
ニング工程が完了する。
【００３３】
　以下に、構内空間を画定する構造物を高温炉とし、本発明による断熱ライニング方法に
おける仕上げライニング工程の幾つかの実施形態を説明する。しかし、本発明断熱ライニ
ング方法は高温炉のみならず、普通の建築物の内壁にも適用することができる。
【実施例１】
【００３４】
　図３に、仕上げ断熱材として、少なくとも一層の断熱ファイバブランケット１０を使用
する仕上げライニング工程の実施形態を示す。この実施形態においては、断熱ファイバブ
ランケット１０および断熱ファイバブランケットに隣接する断熱層積層ブロックパック１
内の炉内空間側における偏平ファイバ層２に螺入する先端が鋭利な耐熱性のスパイラルピ
ン手段、この実施形態においてはスパイラルピン１１（図３（ｂ），（ｃ）参照）によっ
て、少なくとも一層の断熱ファイバブランケット１０を、断熱層積層ブロックパック１で
形成される初期ライニング層に固定する。スパイラルピン１１の螺入および取り外しは、
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電動回転ツールを使用することにより迅速に行うことができる。
【００３５】
　さらに、断熱ファイバブランケット１０自体もフィルムパックしておき、両面テープで
初期ライニング層に仮止めすることによって、ライニング作業を一層迅速に行うことがで
きる。
【００３６】
　この実施形態によれば、構内空間を画定する構造物を高温炉とする場合、この高温炉は
、各種燃焼炉として利用できる。仕上げライニング層の断熱ファイバブランケット１０が
消耗したときには、新品のものに容易に交換できる。また補修の場合、炉内側断熱ファイ
バブランケットの上にさらに一層の断熱ファイバブランケットを付加的し、スパイラルピ
ンによって既存の層に簡単に固定することができる。
【実施例２】
【００３７】
　図４に、仕上げ断熱材層として、少なくとも一層の断熱ファイバブランケット１０、お
よび断熱ファイバブランケット１０と断熱層積層ブロックパック１との間に配置する定形
耐火物ボード１２を使用する実施形態を示す。
【００３８】
　定形耐火物ボード１２は、不定形耐火物材料（キャスタブル）のみで予め成形した、ま
たは不定形耐火物材料とセラミックファイバの混合物を予め成形した、またはセラミック
ファイバブランケットに不定形耐火物材料を含浸させて成形した定形耐火物ボードであり
、スタッド６を収容する孔１２Ａ、およびスパイラルピン手段としてのスパイラルアンカ
ー１３を収容する孔１２Ｂを所定パターンで複数個予め成形するまたは成形後にドリルで
穿孔した構成とする。この定形耐火物ボード１２を、初期ライニング層を形成する断熱層
積層ブロックパック１に当接し、上述したように、例えば、ンカースタッド６にリテーナ
ワッシャ７およびリテーナピン９によって定形耐火物ボード１２を初期ライニング層に固
定する。
【００３９】
　この定形耐火物ボード１２よりなる一次仕上げライニング層に対し、少なくとも一層の
断熱ファイバブランケット１０を押し当てスパイラルアンカー１３によって初期ライニン
グ層を形成する断熱層積層ブロックパック１に固定する。
　この場合も、好適には、断熱層積層ブロックパック１よりなる初期ライニング層に対し
て、定形耐火物ボード１２を両面テープで仮止めし、また定形耐火物ボード１２よりなる
一次仕上げライニング層に対して断熱ファイバブランケット１０を両面テープで仮止めし
ておくと、作業が容易になる。
【００４０】
　この実施形態において、スパイラルピン手段であるスパイラルアンカー１３は、図４の
（ｂ）に示すように、スパイラルピン本体１４と、スパイラルピン本体１４に溶接する耐
熱性金属の延長ロッド１５とを有する構成とする。延長ロッド１５のスパイラルピン本体
１４を溶接する側の端部は平坦端面を有し、反対側の端部は尖端を有する構成とする。延
長ロッド１５を金属ではなく、セラミックロッドとする場合、図示しないが、ロッドの所
定位置に設けた横孔に金属ピンを固定し、この金属ピンにスパイラルピン本体１４を溶接
する。
【００４１】
　スパイラルアンカー１３を断熱ファイバブランケット１０に螺入させ、定形耐火物ボー
ド１２を通過して断熱層積層ブロックパック１内に螺入し、延長ロッド１５の平坦端面１
５Ａが断熱層積層ブロックパック１の表面に突き当たるとき抵抗を感じ、このときねじ込
みを完了することができる。
【００４２】
　スパイラルピン本体１４に溶接する延長ロッド１５には、電気炉の加熱素子を引っ掛け
て支持することができる碍子リテーナ１６を装着可能とする。この実施形態によれば、構
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内空間を画定する構造物を高温炉とする場合、この高温炉は電気炉として利用できる。
【実施例３】
【００４３】
　図５には、図３の実施形態を変更した実施形態を示す。この実施形態においては、少な
くとも一層の断熱ファイバブランケット１０による一次仕上げライニング層形成工程の後
、さらなる仕上げ断熱材として、不定形耐火物材料を予め成形した定形耐火物ブロック１
７を使用する二次仕上げライニング層形成工程を有する。この実施形態の場合、断熱ファ
イバブランケット１０による一次仕上げライニング層に沿って、構内空間、例えば炉の底
壁５Ｂから天井に向かって積み上げてライニングする。
【００４４】
　定形耐火物ブロック１７は、図５（ｂ）に示すように、断熱ファイバブランケット１０
に隣接する側の端縁近傍（炉の低温側）に少なくとも２箇所に崩落防止用補強のための耐
熱性の金属棒１８（図５（ｃ）参照）を挿入する孔１９を予め成形した、または成形後に
ドリル穿孔して設けたものとする。
【００４５】
　不定形耐火物ブロック１７を積み上げるにしたがって、最下層の不定形耐火物ブロック
に配置する金属棒１８を継手スリーブ２０により順次上方に継ぎ足して延長し、また金属
棒を挿入する孔に不定形耐火物材料を充填養生して不定形耐火物ブロック１７による二次
仕上げライニング層を形成する。不定形耐火物材料（キャスタブル）は、単に小さい直径
の孔と金属棒との間の隙間に充填するだけであるため、養生硬化は極めて短時間で完了す
る。
【００４６】
　金属棒１８は、好適には、図５（ｄ）に示すように、側面にスリットを設けた、または
スリットを設けない（図示せず）継手スリーブ２０により順次継ぎ足す構成とし、また図
５（ｃ）に示すように両側の端部を面取りし、またストッパ用の突起を設けた構成とする
と、構成簡単かつ製造安価となる。端部を面取りしまたストッパ用の突起を設けた金属棒
１８の端部を継手スリーブ２０内に圧入することにより、不定形耐火物ブロック１７にお
ける孔１９内で、極めて容易に順次継ぎ足していくことができる。
　この実施形態は、構内空間を画定する構造物を高温炉とする場合、この高温炉を各種燃
焼炉として利用できる。
【実施例４】
【００４７】
　図６に、図５の実施形態を変更した実施形態を示す。この実施形態においては、断熱層
積層ブロックパック１で形成した初期ライニング層に直接隣接させて、定形耐火物ブロッ
ク１７による仕上げライニング層を形成する。この実施形態、炉の底壁５Ｂに配置する断
熱層積層ブロックパック１の底壁５Ｂ側の側面に断熱ファイバブランケット２１を配置す
る。この実施形態も、構内空間を画定する構造物を高温炉とする場合、この高温炉を各種
燃焼炉として利用できる。図５および図６に示す実施形態のように定形耐火物ブロック１
７を使用すると、炉内温度は約１５００゜Ｃもの高温にすることができる。定形耐火物ブ
ロックの耐熱温度は、１０００°Ｃ～１８００゜Ｃである。
【符号の説明】
【００４８】
　１　断熱層積層ブロックパック
　２　偏平断熱ファイバ層
　３　インサート
　４　孔の痕跡
５Ａ　炉の側壁
５Ｂ　炉の底壁
　６　スタッド
　７　リテーナワッシャ
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　８　横孔
　９　リテーナピン
１０　断熱ファイバブランケット
１１　スパイラルピン
１２　定形耐火物ボード
１３　スパイラルアンカー
１４　スパイラルピン本体
１５　延長ロッド
１６　碍子リテーナ
１７　定形耐火物ブロック
１８　金属棒
１９　孔
２０　継手スリーブ
２１　断熱ファイバブランケット
　Ｆ　フィルム
　Ｇ　ガイドピン

【図１】 【図２】



(12) JP 2012-102978 A 2012.5.31

【図３】 【図４】
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